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１．科目の教育方針 

健康に影響する生活環境要因に関して、その背景や病態、疾病対策などを学習する。疫学

研究、遺伝的要因の解析、予防医学について概説する。 

 

２．教育目標 

 一般目標 general instructional objectives 

１）健康影響を与える要因に関する流行や要因が理解できる。 

２）熱中症の定義と発症メカニズムを概説できる。 

３）職業生活が健康に及ぼす影響とその対策について説明できる。 

４）生活環境と遺伝的要因の関係について説明できる。 

５）高齢者を取り巻く保健医療環境について概説できる。 

 

３．教育の方法、進め方 

オムニバス形式を基本とする。 

 

４．成績評価の方法 

授業態度、口頭試問、レポート、講義やセミナーへの出席点から総合的に評価する。 

 

５．使用テキスト・参考文献 

 適宜、資料を配布するが、以下のテキストを参考とする。 

    

木原雅子･木原正博 監訳 医学的研究のデザイン 研究の質を高める疫学的アプローチ 

第 4版 2014 メディカルサイエンスインターナショナル 

樋口進 監修 健康日本 21推進のためのアルコール保健指導マニュアル 2003 社会

保険研究所 

日本禁煙学会編 禁煙学改訂第 3版 南山堂 2014 南山堂 

小澤瀞司・福田康一郎 監修  標準生理学（第 8版）2014  医学書院 

井上芳光・近藤徳彦 編集  体温 2 体温調節システムとその適応 2010 ナップ 

６．教育内容 

Ａ．社会医学の基礎と健康対策（神田） 

 生活環境と健康の関連について、病気の流行や関連要因を、基礎となる疫学の理解によっ

て、理解する。また、集団を対象とした疾病対策の立案、実施、評価に必要な知識をもつ。

飲酒・喫煙などに関する生活環境要因の動向と対策について理解する 



 

 

行動目標 

１）疫学調査方法の基礎的知識を学ばせ、具体的な調査計画を立てる能力を養う。 

２）疾病の発生要因（宿主、病因、環境）を明らかにするための基礎的知識を習得させる。 

３）アルコールに関する社会医学的動向と要因、予防対策について理解する。 

４）喫煙に関する社会医学的動向と要因、予防対策について理解する。 

 

Ｂ．熱中症の発症の現状と予防（紫藤） 

今後予想される地球温暖化による環境変化ならびに健康への影響を概説する。また、発症

が著増すると推察される暑熱障害の発生機序およびその予防のための最新の対策を解説す

る。 

行動目標 

１）熱中症の分類と治療を説明できる。 

２）熱中症の発症メカニズムを説明できる。 

３）新たな熱中症の予防方法を説明できる。 

 

Ｃ．職業と健康障害（嘉数） 

  職業は、労働者が生活の糧を得る手段であると同時に、労働者の社会貢献や生きがい

にも通じる。一方で、職場におけるストレスや不適切な作業環境・作業態様は、労働者

にさまざまな健康障害を生じさせる。日本人の半数以上は労働者であり、労働者は生活

の相当な部分を職場で過ごす。 

  上記を踏まえた上で、職業生活によるメンタルヘルス障害、VDT症候群、腰痛を今日的

な重要な課題として採り上げて概説する。引き続いて受講生との間で双方向性に議論を

深めることで、職業生活が健康に及ぼす影響とその対策について、産業医学的な視点か

ら考えることができる知識と能力を涵養する。 

行動目標 

１）職業性ストレスがメンタルヘルスに及ぼす影響について説明できる。 

２）職業性ストレスの評価法と軽減対策、メンタルヘルス障害予防法について説明できる。 

３）職場における VDT視環境が健康に及ぼす影響とその対策について説明できる。 

４）作業環境・作業態様による腰痛の発生メカニズムとその対策について説明できる。 

 

Ｄ．高齢者対策（山崎） 

  医療技術と高齢化が高度に進展しつづける現代において，老いることの医学的，社会

的意味を解説し，加齢による社会的・身体的変化や日本の高齢化対策に関する法律・制

度とその実践を学ぶ。また，社会のなかでの高齢者の位置づけや役割の変容，高齢者自

身の意識や若年者の高齢者に対する見方の時代変容を考える。高齢者や高齢社会への多

様な視点を養いつつ、高齢社会の諸課題への取り組みを考える。 

行動目標 

１）老年学と超高齢社会の接点を説明できる。  

２）超高齢社会の進展の意味を説明できる。 

３）介護保険制度と諸問題を説明できる。 

 

 



 

 

 

回 授業内容 担 当 

１ 疫学研究の基礎 神田秀幸 

２ 疫学研究の応用 神田秀幸 

３ アルコールの社会医学的動向と対策 神田秀幸 

４ 喫煙の社会医学的動向と対策 神田秀幸 

５ 体温調節機能の基礎と暑熱に対するヒトの応答の概要 紫藤 治 

６ 温度馴化の概要と生体機能の変化 紫藤 治 

７ 熱中症の分類と発症の現状と発症メカニズム 紫藤 治 

８   熱中症の新たな予防法－特に高齢者において 紫藤 治 

９   職業生活による健康障害とその対策（1）職業性ストレス 嘉数直樹 

１０   職業生活による健康障害とその対策（2）メンタルヘルス障害 嘉数直樹 

１１   職業生活による健康障害とその対策（3）VDT症候群 嘉数直樹 

１２   職業生活による健康障害とその対策（4）腰痛 嘉数直樹 

１３   加齢と老化 （生理的老化と病的老化） 山﨑雅之 

１４   日本の医療の動向 （後期高齢者医療制度と介護保険制度） 山﨑雅之 

１５   高齢者総合的機能評価（CGA） 山﨑雅之 

 

 

 


